
８
月
28
日
㈰
、
会
員
親
睦
会
が
船

方
農
場
に
て
行
わ
れ
、
日
頃
の
青
年

部
活
動
を
陰
で
支
え
て
く
れ
る
家
族

の
為
に
感
謝
を
込
め
て
お
も
て
な
し

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
当
日
は
晴

天
に
恵
ま
れ
、
１
０
０
名
近
く
が
参

加
。
現
地
に
到
着
後
、
鮎
の
つ
か
み

取
り
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
子
供
達

が
魚
を
掴
も
う
と
苦
戦
し
つ
つ
も
、

楽
し
そ
う
な
様
子
を
見
る
事
が
出
来
、

私
達
大
人
も
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
美
味

し
い
肉
を
頂
き
つ
つ
、
会
員
、
家
族

の
自
己
紹
介
も
あ
り
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
自
由
時
間
で
は
牛
の

乳
搾
り
、
ア
ル
ペ
ン
ホ
ル
ン
の
体
験

も
あ
り
夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
に
楽

し
い
思
い
出
を
贈
る
事
が
出
来
た
と

思
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
会
員
、
家

族
の
皆
様
、
準
備
さ
れ
た
地
域
交
流

委
員
会
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。

宮
崎
　
滋

今
年
度
の
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が

倉
敷
で
開
催
さ
れ
、
山
田
会
長
と
副

会
長
の
計
４
名
で
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
社
会
的
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
「
も

し
ド
ラ
」
作
者
の
岩
崎
夏
海
先
生
の

講
演
会
や
、
分
科
会
と
し
て
大
原
美

術
館
や
美
観
地
区
の
散
策
な
ど
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し

た
。

井
町
　
伸
二
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ナ
ー

家族同士の親睦も深まりました

魚捕えるぞー！
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見所満載の大会に参加

第
29
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

倉
敷
大
会



８
月
19
日
㈮
、
人
材
育
成
委
員
会

に
よ
る
第
二
回
セ
ミ
ナ
ー
が
萩
商
工

会
議
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
変
化
の
時
代

に
対
応
で
き
る
会
計
」
～
正
し
い
経

営
判
断
を
行
う
た
め
に
～
と
題
し
、

税
理
士
の
光
廣
昌
史
氏
を
講
師
に
お

招
き
し
て
ご
講
義
頂
き
ま
し
た
。

中
小
企
業
の
会
計
能
力
向
上
を
目

的
と
し
た
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
経

営
管
理
会
計
の
本
質
を
理
解
し
、
ど

の
よ
う
に
経
営
に
活
用
す
る
か
を
基

本
に
、
受
注
開
拓
力
・
経
営
分
析

力
・
資
金
調
達
力
の
向
上
と
実
践
、

又
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
体
質
を
創

る
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
メ
ン
バ
ー
全
員
が
実
践
で
き

る
内
容
で
大
変
良
い
講
義
と
な
り
ま

し
た
。

藤
原
　
由
佳
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人
と
人
と
の
繋
が
り
、
人
に
対
す

る
思
い
、
恋
人
、
夫
婦
、
片
想
い
、

昔
の
恋
、
青
年
部
、
自
分
の
気
持
ち

を
振
り
返
り
、
相
手
に
想
い
を
伝
え

る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

決算書活用のポイントを学ぶ

☎083－941－5558　FAX 083－941－5168

カタログブティック
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豊田鋼機㈱

第
二
回
セ
ミ
ナ
ー




